
「
技
術
的
な
こ
と
が
で
き
る
人
」か
ら

「
主
体
的
に
考
え
、伝
え
ら
れ
る
技
術
者
」へ
、

さ
ら
に「
技
術
が
わ
か
る
リ
ー
ダ
ー
」へ

東京工業大学附属
科学技術高校

（東京・国立）

　

科
学
技
術
系
の
専
門
高
校
で
あ
る
東
京

工
業
大
学
附
属
科
学
技
術
高
校
は
、２
学
年

か
ら
５
つ
の
専
門
分
野
に
分
か
れ
、３
学
年
で

は「
総
学
」と
し
て「
課
題
研
究
」を
履
修
し
て

い
る
。

　

同
校
が「
課
題
研
究
」に
取
り
組
み
始
め
た

の
は
１
９
８
３
年
度
、ま
だ
学
校
教
育
に「
総

学
」が
導
入
さ
れ
る
前
の
こ
と
だ
。
当
時
、文

部
省
の
研
究
開
発
校
に
指
定
さ
れ
、「
課
題
研

究
」以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を
開
発
し
、

２
０
０
２
年
か
ら
昨
年
ま
で
は
３
回
に
渡
っ
て

計
13
年
間
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
。
そ
の

間
に
も
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
、技
術
者
に

求
め
ら
れ
る
素
養
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
遠

藤
先
生
は
語
る
。

 

「
単
に『
技
術
的
な
こ
と
が
で
き
る
人
』か
ら

『
主
体
的
に
考
え
、自
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
解

決
で
き
る
人
』、『
一
般
の
人
が
わ
か
る
言
葉
で

説
明
で
き
る
技
術
者
』が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
特
に
こ
こ
数
年
、災
害
や
事
故
が
起
き

た
と
き
に
技
術
者
が
会
見
の
場
に
出
て
き
た

り
、消
費
者
に
直
接
説
明
を
す
る
場
面
が
増

え
て
い
ま
す
。
相
手
に
合
わ
せ
て
自
分
の
考
え

を
組
み
直
し
て
、根
拠
を
も
っ
て
伝
え
る
に
は
、

筋
道
を
立
て
て
物
事
を
考
え
、探
究
し
、表
現

す
る
訓
練
が
で
き
て
い
る
必
要
が
あ
り
、そ
の

た
め
の
授
業
が『
課
題
研
究
』な
の
で
す
」

　

２
０
１
５
年
か
ら
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、

新
た
な
る
授
業
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

 

「
今
後
、国
際
社
会
の
中
で
活
躍
す
る
技
術

者
像
と
し
て
、科
学
技
術
系
の
知
識
を
有
し

な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
も
つ『
グ
ロ
ー

バ
ル
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
』を
育
成
す
る
た
め
、

新
た
に『
Ｓ
Ｇ
Ｈ
課
題
研
究
』を
設
定
し
ま
し

た
」（
遠
藤
先
生
）

 

「
課
題
研
究
」は
３
学
年
で
の
授
業
だ
が
、研

究
テ
ー
マ
の
み
つ
け
方
や
、探
究
や
発
表
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、１・２
学
年
か
ら
学
校
設

定
科
目
と
し
て
関
連
し
た
基
礎
科
目
を
学
ば

せ
て
い
る
。
１
学
年
で
は
「
情
報
技
術
基
礎
」

「
数
理
基
礎
」「
科
学
技
術
基
礎
」を
、２
学
年

で
は「
先
端
科
学
技
術
入
門
」「
科
学
技
術
」

「
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
入
門
」を
履

修
す
る
。

 

「『
課
題
研
究
』は
こ
れ
ら
１・２
学
年
で
学
ん

だ
知
識
や
技
術
の
集
大
成
の
場
で
す
。
特
に

『
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
入
門
』は
科

学
技
術
系
の
教
員
と
公
民
科
の
教
員
の
チ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
、単
な
る
発
表
で
は

な
く
、相
手
を
説
得
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び

ま
す
」（
仲
道
先
生
）

　

そ
れ
で
も
生
徒
が
自
ら
課
題
を
設
定
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
い
う
。

ＳＳＨ校からＳＧＨ校としての課題研究授業までの目的と取り組み

「総学」Outline

学校data

対象学年・単位：３学年・４単位（課題研究）
企画担当：教育委員会、SSH研究会、SGH研究会等
授業担当：工業系の各教員（課題研究に関して）

1886年創立／科学・技術科／生徒数　577人（男子488人・女
子89人）／進路状況（2014年度実績）大学121人・専門学校等
8人・進学準備53人・就職1人
★平成14・17・22年度SSH指定校、平成27年度SGH指定校

 

「
自
ら
テ
ー
マ
を
み
つ
け
ら
れ
る
生
徒
は
半
数

く
ら
い
。
み
つ
け
ら
れ
な
い
生
徒
に
は
、過
去
の

先
輩
た
ち
の
テ
ー
マ
を
参
考
に
す
る
な
ど
さ
せ

て
、考
え
を
促
し
て
い
ま
す
」（
仲
道
先
生
）

　

個
人
で
取
り
組
む
か
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で

１・２
年
次
に
探
究
や
表
現
の

基
本
を
身
に
つ
け
て
お
く

時
代
の
変
化
と
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

「
課
題
研
究
」授
業
の
変
遷

・プレゼンテーションスキルを身につける学習
・英語によるコミュニケーション指導
・イスラム教国を理解するためのテーマ学習
「中東・中央アジア理解」を実施
・資源産出国との国際交流、留学生との対話
　サウジアラビア、アメリカ、中国等の高校
・資源消費国…韓国・京畿科学高校との交流
・英文マニュアル読解、英文ESD理解

・私たちを取り巻くさまざまな問題と科学や技術と
の関係を探る
・オムニバス形式の授業（専門分野と普通教科）
倫理やモラルの問題を中心に扱う文理融合
・高大連携・特別講義の実施

「グローバル社会と技術・応用」

グローバルテクニカル
リーダーの育成

全員履修により
相乗効果が期待

全員履修により
相乗効果が期待

先端科学技術入門著名人による講演会

「科学技術基礎」
「数理基礎」

「科学技術」
「科学技術コミュニケ
ーション入門」

「グローバル社会と技術」

東工大附属科学技術高校の「総学（課題研究）」の位置づけ

専門科目

理数科目

世界史

英語

国語

「
「

体育

英語

現代社会

流流
国語

副校長
仲道嘉夫先生

副校長補佐
遠藤信一先生

ＳＧＨの取り組み

探
究
を
繰
り
返
し
な
が
ら
得
ら
れ
た
知
識
・
技
能
の
再
構
築

３
学
年

２
学
年

１
学
年

探
究
を
繰
り
返
し
な
が
ら
積
み
上
げ
た
知
識
・
技
能
の
集
大
成

SSHの取り組み

知識

技術系素養のある自分
たちには、何ができるの
か、調査や実験を通して
学んだ内容を再構築

ものづくり自体を
目的とし、学んだこ
との深化や確認
が目的

専門的な技術系素養を
有しながら、世界全体を
鳥瞰し、先導的存在とな
る人材の育成

エネルギー・
環境

SGH課題研究
（2015年度～）

課題研究
（SＳＨ・従来型）

取材・文／長島佳子

162015 JUL. Vol.408



One Point

取
り
組
む
か
は
分
野
に
よ
っ
て
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ

ー
ス
だ
。
３
学
年
の
10
月
の
発
表
会
に
向
け
て

週
１
日
・４
時
間
通
し
の
授
業
を
行
っ
て
い
る

が
、放
課
後
や
夏
休
み
も
使
っ
て
取
り
組
む
生

徒
も
多
い
そ
う
だ
。

 

「
研
究
と
し
て
結
果
が
予
想
通
り
に
い
か
な
く

て
も
、理
論
と
実
際
の
違
い
を
体
感
す
る
こ
と

も
大
事
で
す
。
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
、

あ
と
何
が
あ
れ
ば
成
功
し
た
か
を
考
え
る
力

が
つ
い
た
り
、研
究
の
続
き
が
で
き
る
進
学
先

を
選
ぼ
う
と
す
る
な
ど
、大
学
を
教
育
の
質

で
選
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
仲
道
先
生
）

 

「
研
究
の
成
果
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｏ
入
試
に
使

う
生
徒
も
多
い
で
す
。
能
力
の
向
上
だ
け
で

な
く
、進
学
先
を
選
ぶ
キ
ャ
リ
ア
育
成
や
推
薦

入
試
に
も
使
え
る
な
ど
、一
石
何
鳥
に
も
な
っ

て
い
ま
す
」（
遠
藤
先
生
）

　

そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、同
校
は
本
年
度
か

ら
Ｓ
Ｇ
Ｈ
と
し
て
の
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
。科
学
技
術
高
校
と
し
て
の
同
校
の
特
徴

を
生
か
し
、資
源
産
出
国
と
国
際
交
流
す
る

こ
と
で
、「
地
政
学
的
な
基
礎
知
識
を
も
と
に

リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
テ
ク
ニ
カ
ル

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。１

学
年
で
は
現
代
社
会
の
課
題
を
オ
ム
ニ
バ
ス

形
式
で
講
義
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
技

術
」を
、２
学
年
で
は
各
分
野
の
文
脈
で
深
化

す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
技
術
・
応
用
」の
授

業
を
開
発
し
た
。

　

資
源
産
出
国
に
は
日
本
と
は
異
な
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
や
環
境
問
題
を
抱
え
て
い
る
国

が
多
く
、そ
れ
ら
の
国
々
と
渡
り
合
え
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
の
基
礎
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ

う
と
い
う
も
の
だ
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
効
率

や
費
用
を
含
ん
だ
思
考
が
必
要
と
な
る
。Ｓ
Ｓ

Ｈ
の「
課
題
研
究
」で
は
、技
術
的
な
課
題
が

解
決
す
べ
き
目
標
で
あ
っ
た
が
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
は

制
約
条
件
や
考
慮
す
べ
き
幅
広
い
条
件
の
も

と
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

効果を高める指導のコツ

問題解決にも手順があることに気づかせる
「課題研究」では研究がまっすぐ進むとは限らず、初期の
段階で情報収集しながら生徒たちが寄り道してしまうこと
もある。軌道修正は教師の役割だが、やりたいことをひと
とおりやらせてみて、それが間違っていたと理解すること
も次の課題発見へと結びつき、自ら軌道修正するきっか
けとなる。専門知識を学ぶことで自分にも解決できること
に気づかせ、自信をもたせることも重要と先生たちは考え
ている。「問題解決のパターンを一般化できれば研究をさ
らに深められます。現在は先生ごとにやっているため、今
後、あらたな授業手法として開発に取り組んでいきます」
（遠藤先生）

【2014年度テーマ例】
●材料科学・環境科学・バイオ技術分野
「透明骨格標本作製のための生体の溶解法の研究」
「生物由来ゲルを用いたダブルネットワークゲルの合成」
「塩化水素の回収」

●情報・コンピュータサイエンス分野
「人工無脳を用いたアプリケーションソフトの開発」
「撮影された写真を用いた現在位置の把握と道案内アプリの開発」
「中距離無線を用いた通信ネットワークの構築」

●システムデザイン・ロボット分野
「羽ばたき機構とヒレ推進を用いたウミガメロボットの開発」
「分別機能を有した人工芝掃除ロボットにおける実用性の検証」
「クレープ自動製造ロボットの製作とクレープ製造の自動化」

●エレクトロニクス・エネルギー・通信分野
「誘導加熱を利用した簡易温調湯沸器の研究製作」
「電子オルガンの製作」「ロボットアーム式クレーンゲーム」

●立体造形・ディジタルデザイン分野
「貝殻の形状と強度の相関性」「都市と共に生きる水道橋」
「自己建設可能なフレキシブル仮設住宅構造のデザイン」

海外の提携校との交流は以前よりあったが、SGHでますま
す盛んに

3学年の10月に行われる課題研究
発表会で、３年間の成果を発表

「手指動作入力装置の製
作と取得情報の活用」とい
う課題研究テーマで製作さ
れたデータグローブ

「撮影された写真を用いた
現在位置の把握と道案内
アプリの開発」という課題
研究テーマの撮影写真と
標準位置写真データのマ
ッチング判定部分

目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
で

教
科
や
教
員
間
の
垣
根
が
な
く
な
る

課題研究授業の成果発表

図1   時代に沿った科学技術教育の変遷

研
究
の
過
程
が
異
な
っ
て
く
る
。

 

「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
１
・２
学
年
で
積
み
上
げ
て
き
た

知
識
や
技
術
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が『
課
題

研
究
』の
目
的
で
し
た
が
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
は
、今
ま

で
学
ん
で
き
た
内
容
を
使
っ
て
新
し
い
価
値
を

生
み
出
す
、つ
ま
り
知
識
の
再
構
築
が
目
的
で

す
」（
遠
藤
先
生
）

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、教

科
や
分
野
の
違
う
教
員
同
士
の
壁
が
低
く
な

っ
た
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

 

「
主
体
的
な
技
術
者
や
グ
ロ
ー
バ
ル
テ
ク
ニ
カ

ル
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
は
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
の
必
然
的
な
目
的
で
す
。
目
的
が
科

目
横
断
を
要
求
し
て
い
れ
ば
、自
然
と
教
員

同
士
は
コ
ラ
ボ
し
合
い
ま
す
。
学
校
が
一
丸
と

な
っ
て
課
題
研
究
に
取
り
組
む
に
は
、目
的
を

明
確
に
提
示
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
思

い
ま
す
」（
仲
道
先
生
）

2002年度～2004年度のＳＳＨの成果

2005年度～2009年度のＳＳＨの成果

2010年度～2014年度のＳＳＨの成果

2015年度からのSGHの取り組み

創造性の基盤となる力

SSH

SGH

国内外との
コミュニケーション力

将来の国際的な科学技術系人材
グローバルテクニカルリーダーの育成

伝え合い学び合う

未知の課題への
挑戦力

わかる

えがく つくる

わかる わかりあう

04　実践事例レポート

総合的な学習の時間の進化で学校改革へ
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